























































































































































































































































































































































































































































































































































































































和光大学表現学部紀要　18 号・2018 年 3 月
友人と始めた東京服飾新聞が潰れたため、洋服の行商をしていた。
（16）注５に同じ。引用は92ペー
ジより。
（17）『水上勉全集　第23巻』（中央公論社、一九七七年一一月）所収。次の引用
は、639ペー
ジより。
（18）「『海の牙』について」、『水上勉社会派傑作選２　海の牙・爪・耳』（一九七
二年一〇月　朝日新聞社刊）所収。続く引用は、422～423ペー
ジ。
（19）注３に同じ。引用は216ペー
ジより。なお「金閣と水俣」では、世話に
なった熊本日日新聞の記者は、他の文章での「原田謙次郎」「原田さん」と
は異なり、「平山謙二郎」となっている。
（20）注３に同じ。水上勉が新聞で水俣病を知っていたとすれば、一九五九年一
一月三日の『朝日新聞』による報道以後であろう。「水俣病　８年の停滞期
（戦後５０年　メディアの検証１６）」（『朝日新聞』一九九五年五月二七日
朝刊）には、「五九年七月、朝日は熊大水俣病研究班が原因として有機水銀
を突きとめたことをスクー
プした。だが、東京紙面ではボツだった。『中央
の学者から批判が出たのが痛かった』と当時の西部本社通信部デスクはい
う。／同年十一月、漁民が向上に乱入した事件で、全国ニュー
スになった。
工場の門を破った漁民の一人は二十六日後に水俣病で悶死した」とある。
この事件は、一九五九年一一月三日の『朝日新聞』朝刊で報じられている。
「全国ニュー
ス」となった最初である。とはいえ、見出しは「水俣病（熊本
県）で漁民騒ぐ」「警官７２人が負傷　新日窒工場に押しかけ」となってい
て、石を投げる漁民と、破壊された新日窒事務所の大きな写真が掲載され、
表向きは漁民の暴挙を非難する印象の記事である。この記事の末尾には、
【「水俣病」とは】として以下の文が載っている。「昭和二十八年十二月、熊
本県水俣市の漁業部落で発生した。六年経ってもまだはっきりした原因も
わからず、従って決定的な治療法もない。水俣市に工場を持つ新日本窒素
の工場排水が原因ではないかとする一部学者の説に対し、日本化学工業協
会の一部では、旧日本海軍が水俣湾内に捨てた爆弾類の影響ではないかと
主張、対立している。現在までに水俣市に隣接する同県芦北郡津奈木村な
どで七十六人が発病、うち二十九人が死んだ。水俣湾でとれた魚を食べる
と手足がしびれ、やがて言語障害を起し目や耳までも機能がダメになる。
ネコなど発病すると逆立ちして歩き、ついには狂いだして海に飛び込んで
死んでしまうという世界でも類のない奇病といわれる」。水上勉が番組の
前に新聞で「奇病」に接していたとすれば、この「全国ニュー
ス」となっ
た記事が初めてのものと考えられる。
（21）原田正純『水俣病』岩波新書、一九七二年一一月、引用はiペー
ジより。
（22）宮田章「『日本の素顔』と戦後近代─テレビ・ドキュメンタリー
の初期設定
【第一回】現実が『コンテンツ』になった時」（『放送研究と調査』二〇一四
年八月）。引用は46‐57ペー
ジより。
（23）注21に同じ。引用は、49ペー
ジより。次に挙げるタイトルも同頁。
（24）桜井均・東野真「制作者研究〈テレビ・ドキュメンタリー
を創った人々
〉
【第一回】小倉一郎（ＮＨＫ）～映像と音で証拠立てる～」（『放送研究と調
査』二〇一二年二月）。引用は13ペー
ジより。この論文では、現存する「奇
病のかげに」からは貴重な場面が消えていること、水上勉が『海の牙』で
再現していることが指摘されている。次回の拙稿で詳しく検討したい。
（25）「不知火海、ふるさと若狭、それから…」（『朝日ジャー
ナル』一九八六年五
月二三日号）。同年五月一日の講演に手を加えた、とある。次の引用は12
ペー
ジより。
（26）注17の『水上勉全集　第23巻』「あとがき」や注５のエッセイ「冬日の道」、
「『霧と影』『海の牙』を書いた頃」など。記述にわずかずつずれがあり、直
前の坂本一亀の言葉は『水上勉全集　第23巻』「あとがき」（640ペー
ジ）、
対して「冬日の道」では「あれではしり切れとんぼだ、何の解決もついて
いない、一挙に三百枚ほどつけ足して本にしてみないか、といった」（『冬
日の道』92ペー
ジ）と書かれている。
（27）「『霧と影』『海の牙』を書いた頃」、『カワデ・ペー
パー
バックス６　霧と影
海の牙』（一九六二年八月　河出書房新社）所収。引用は337‐338よ
り。
（28）石牟礼道子『苦海浄土──わが水俣病』は一九六九年一月に講談社から刊
行。ここにまとめられた水俣病をめぐる文章は、一九六〇年一月『サー
ク
ル村』初出の「空と海のあいだに」から複数の雑誌に断続連載された。
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